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発行 ２２．１２．２７ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

JR東労組は、2009 年 10月 29 日に「グループ会社と一体となった業務体制のさらなる推進」についての

提案を受け、労使の議論を積み重ね、修正提案を経て 2012年 6月 21日に妥結しました。労使議論におい

ては、「安全を大前提としてグループ会社の労働条件を向上する」「出向に頼らないグループ会社の体制を

確立する」「10年以内で若年出向を解消する」「出向期間は原則３年以内とする」「世代交代を担う組合員は

技術継承等を踏まえ、出向期間を短縮する場合もある」「本人の希望を把握したうえで、復帰は元職場を基

本とする」等を確認しました。施策実施以降、職場の組合員は JR の安全を確保し、技術継承できる車両メ

ンテナンス職場をつくり出すために、取り巻く環境の変化等に対応しつつ、グループ全体の安全レベルの維

持・向上と技術継承等に奮闘してきました。しかし、施策実施から 10年が経過した中で、命を脅かす事象が

後を絶ちません。また、グループ会社の年間休日数が JR 本体よりも少ない課題も未だに改善されていま

せん。清掃業務の過酷な労働実態等、労働環境にも多くの課題がありますが、労働条件の最たるものであ

る賃金が低水準であるため、プロパー社員が定着しない現実もあり、技術継承を確実に行っていく体制にも

課題があると言えます。よって、組合員の安全・健康の確保を前提に、安全レベルの維持・向上と確実に技

術継承を行える職場を確立し、魅力ある車両メンテナンス職場を構築するために、下記の通り申し入れしま

した。今後、団体交渉を行っていきます。 

施策実施から 10 年！職場の声をもとに検証交渉を 
つくり出し、魅力ある車両検修職場を実現しよう！ 


